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学 ぶ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開催件数と受講者数の推移（平成23～28年度）

昨年度、学校では初めて岡
垣中学校で開催。139 名の
中学生サポーターが誕生。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
常

の
中
で
認
知
症
の
方
と
出
会
っ
た
時
に

適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
、
尊
厳
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
認
知
症
の
方
や
家

族
を
見
守
る
〝
応
援
者
〟
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
地
域
の
集
ま
り
ご
と
等

を
活
用
し
て
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識

や
理
解
を
一
緒
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

こんなにある！

地域で認知症にふれる機会

1件

6件

14件
13件

5件

3件

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解

を
身
に
つ
け
た『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』

を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
と
し
て
、
全

国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
垣
町
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
１
，５
０
０
名
を
超
え
る
方
が
受

講
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
催
の
多
か
っ

た
ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と
、
講
座
の

開
催
が
年
々
減
少
し
て
い
る
現
状
で
す
。

講座のテキストには、認知
症の症状や予防、関わり方
などがまとめられている。

“認知症”を、もっと身近に。
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オレンジリングは、
認知症サポーター
養成講座を受講し、
地域で認知症の方
や家族を温かく見
守り、支えるサポ 
ーターの証です。

つなぐ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
（
ラ
ン
ト
モ
）

参加する

認
知
症
カ
フ
ェ

オレンジカフェ

ひなたぼっこ

手作りの看板がお出迎え

語りあえる和やかな雰囲気

絶品！手作りおやつタイム

　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
な
ど
が
認
知
症
へ
の
理
解
を
広
げ

る
た
め
に
啓
発
し
な
が
ら
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
町
を
歩
き
、
全
国
各
地
を
た

す
き
で
つ
な
ぐ
取
り
組
み
で
す
。

　

岡
垣
町
で
は
今
年
が
３
回
目
の
開
催
。

遠
賀
町
か
ら
の
た
す
き
の
中
継
地
点
で

あ
る
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
に
は
、
認
知

症
の
方
本
人
を
含
む
約
80
名
が
集
ま
り
、�

認
知
症
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
服
な
ど
を
身
に
つ
け
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
る
横
断

幕
や
の
ぼ
り
を
手
に
町
を
歩
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
沿
い
に
あ
る
福
祉
施
設
な
ど

で
は
、
利
用
者
や
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
参
加
者
を
出
迎
え
、「
が
ん
ば
れ
」
と

声
を
か
け
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
そ

の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
や
、
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
め

ざ
し
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
・
地

域
住
民
・
専
門
職
等
、
誰
も
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
地
域
の
集
い
の
場
で
す
。

　

岡
垣
町
に
お
い
て
も
、
認
知
症
状
の

悪
化
防
止
、
相
互
交
流
・
情
報
交
換
、

認
知
症
へ
の
理
解
の
場
と
し
て
、
現
在

５
ヶ
所
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
に
と
っ
て
は
、
自
ら
が

参
加
し
て
楽
し
め
る
場
と
し
て
。
家
族

に
と
っ
て
は
、
分
か
り
あ
え
る
人
と
出

会
う
場
と
し
て
。
地
域
住
民
に
と
っ
て

は
、交
流
や
理
解
を
深
め
る
場
と
し
て
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

（
次
ペ
ー
ジ
の
「
お
か
が
き
認
知
症
カ

フ
ェ
Ｍ
Ａ
Ｐ
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
）

沿道がオレンジに染まる
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おかがき

認知症カフェ

認知症の方にとっては、自らが参加し楽しめる場として。
家族にとっては、分かりあえる人と出会う場として。
地域住民にとっては、交流や理解を深める場として。
誰でも行ける気軽な居場所。一度足を運んでみよう。

MAP

オレンジカフェ ひなたぼっこ
運営　ひなたぼっこ【個人】
日時　第３土曜日13:30～15:30
費用　200 円（飲食代）
場所　内浦 592
電話　090-9600-4270

オレンジカフェ 天狗屋
運営　ローズサロン【個人】
日時　第２・４金曜日13:30～15:30
費用　200 円（飲食代）
場所　吉木西 1-1-5
電話　282-9397

オレンジほっとカフェ～つながる～
運営　医療法人成晴会
日時　第１日曜日13:30～16:00
費用　100 円（飲食代）
場所　公園通り 1-7-1
電話　282-5167

ふれ愛カフェ
運営　更生会ふれ愛の郷
日時　第２日曜日13:00～15:30
費用　100 円（飲食代）
場所　野間南 4-7
電話　281-5535

【認知症カフェに関する問い合わせは…】
　岡垣町地域包括支援センター　☎２８２ｰ１２１１

▲
成田山

海老津駅

オレンジカフェ～よりあい処～
運営　指定介護老人福祉施設
　　　あゆみの里
日時　第３日曜日13:30～15:30
費用　100 円（飲食代）
場所　鍋田 2-1-6
電話　281-2223

● 岡垣町役場
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事業所編話し合い
の場 ･ニュース

　地域での助け合いや支え合いについて、自由に意見を交換しながら
アイデアを出し合って、それらを具体的に実現する。みんなで考え、
みんなでつくり、みんながつながる地域づくりが始まっています。

「生の声にヒントがある」
恵の家居宅介護支援事業所／福山 ゆみさん

■参加した“思い”と感想
地域のために何かお手伝いしたいという思
いがあり、どんなことが望まれているのか
直接知りたくて参加しています。みなさん
の生の声を聞くことができ、今後の活動の
参考にしたいと思っています。
■地域のみなさんへ
「更生会にじの郷」の中に事務
所があります。お困りごとや何
かご相談したいことがありまし
たら、お気軽にお立ち寄
りください。これからも
よろしくお願いします！

参加が増加傾向にある「事業所」が、話し合いの場に望むこととは？

地域と事業所。きっと、お互いにできることがあるはず。

第４回（11月18日）の様子は、次号（１月号）でお伝えします。

「活動の機会をひろげよう」
岡垣町シルバー人材センター／高山 哲郎さん

■参加した“思い”と感想
当センターは、高齢者の生きがいづくり
などを目的に活動しており、この場をきっ
かけとして活動の機会が広がればいいと
思って参加しています。

■地域のみなさんへ
何か困ったことがありましたら
ぜひシルバー人材センターに
もご相談ください！

「話し合いから行動に！」
いこいの里デイサービスセンター／本田 公美さん

■参加した“思い”と感想
地域のことをもっと知りたい、私たちに
何かできることはないかと思い参加して
います。今まで知らなかった活動や、地
域のみなさんの思い、貴重な意見を聞くこ
とができ、参加してよかったです。
■地域のみなさんへ
地域の中で何ができるかを提案
し、行動にうつせるようにして
いきたいです。今後も積極的に
交流を図りたいと思っていま
すので、お気軽に声をか
けてくださいね！

「一緒に地域を支えます！」
岡垣町地域包括支援センターのみなさん

■参加した“思い”と感想
安心して在宅で生活するためには、介護保
険だけではなく、地域活動やボランティア
が重要になると思い、その状況を知るため
に参加しています。参加して、みなさんの
積極的な姿勢を感じています。
■地域のみなさんへ
多くの人が望む住みなれた地域での生活
は、日頃の声かけや
ちょっとした心遣い
が支えていると思い
ます。一緒に地域を
支えていきましょう。
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　

12
月
８
・
22
日
（
金
）

　

平
成
30
年
１
月
12
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　

12
月
15
日
（
金
）

　

平
成
30
年
１
月
19
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

社会福祉協議会

　 283-2940

おしらせ

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　

12
月
12
・
26
日
（
火
）

　

平
成
30
年
１
月
９
・
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
、
休
館
日
（
第
１
日
曜
日
と

毎
週
月
曜
日
）
を
除
き
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
　
　
談

社会福祉協議会

　 283-2940

おしらせ

社
協
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
10
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
藤
村
多
摩
子　

様
（
旭
南
）

　

故　

藤
村　
　

力　

様�

75
歳

○
金
納　

正
治　

様
（
糠
塚
）

　

故　

金
納
ア
サ
ノ　

様�

98
歳

○
林　
　

慶
治　

様
（
三
吉
）

　

故　

林　
　

照
子　

様�

88
歳

○
藤
岡　

君
子　

様
（
三
吉
団
地
）

　

故　

藤
岡　

末
治　

様�

77
歳

○
石
田
八
重
子　

様
（
戸
切
）

　

故　

石
田　

幸
弘　

様�

82
歳

○
伊
藤　

龍
一　

様
（
松
ヶ
台
東
）

　

故　

伊
藤　

タ
エ　

様�

89
歳

　

ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

と
　
き　

平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里
団
体
研
修
室

対
象
者　

�

町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
満
60
歳
以
上
（
平
成
30

年
３
月
31
日
現
在
）
の
方
、

障
が
い
者

参
加
費　

無
料
※
お
弁
当
は
５
０
０
円

申
込
み　

�

平
成
30
年
１
月
25
日
（
木
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
寄
附

【おしらせ】

12月29日～平成30年1月3日
・社会福祉協議会　・おもちゃ図書館
・ふれあい館入浴施設　・こども未来館
・いこいの里ホームヘルパーステーション
・岡垣町シルバー人材センター

平成30年1月1日～1月2日
・いこいの里デイサービス
　センター

年末年始のお休み
大好評！レシピ集を公開中！

平成29年度「男性料理教室」
10 月に全３回開催した男性料理
教室では、延べ約 40 名の男性が
腕を振るいました。参加者から
好評だったレシピを、社協ホー
ムページで公開しています。
ぜひお試しください。

岡垣町社協 男性料理
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やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより
１５５号

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

ひまわりの会　國濵 勇夫さん（東高陽区 /74歳）

「いこいの里に来たら、ちょっと足を止めて」

ひまわりの会 活動日/第１・３金曜日　　会員数/１１人
内容/花づくりによる環境美化

朝夕は、めっきり寒くなってきました。

もう来月で１年が終わり、今号が今年

最後のボラ協だよりになります。

時が経つのは、あっという間ですね。

ボランティア活動も「してみたい」と

思った時が、始める時なのかもしれま

せん。みなさんもぜひ、おもいきって

始めてみませんか？

　

毎
年
、
岡
垣
町
で
一
番
の
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
る
ま
つ
り
岡
垣
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
共
同
募
金
運
動
の
街
頭
啓
発

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
悪
天
候
の
た
め
ボ
ラ
協
と

し
て
の
協
力
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
と

し
て
職
員
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
啓
発

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

募
金
の
お
礼
と
し
て
渡
す
風
船
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
手
に
笑
顔
の
子
ど
も

た
ち
を
見
て
、「
こ
の
募
金
が
他
の
誰
か

を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
ん
だ

よ
」
と
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
大
切
に
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
み
も
の
の
会
：
佐
々
木
）

　
岡
垣
町
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
！

～ 

毎
年
恒
例
「
ま
つ
り
岡
垣
」
に
参
加 

～
　
　
　

にぎわう会場で、風船が
よく目立ちます！

　國濵さんは、ひまわりの会の中でも数少ない男性のひとり。

会の会長を努めています。いつも口にする言葉は、「花を見

ていると心が和むなぁ」というくらいの大の花好き。

　夏の暑い時も、率先してクワやスコップを握り、汗を流し

ながら力仕事に精を出す。みんなから頼りにされる存在です。

　小さな種をまき、芽が出て、植え替えを

してやがて花が咲く。季節に合わせてその

地道な作業を繰り返すことで、いこいの里

の花壇はいつも鮮やかに彩られています。

　國濵さんは、額の大粒の汗をぬぐいなが

ら、「いこいの里に来たら、ぜひ足を止め

て花を見てほしい」と語ってくれました。

　國濵さんは、ひまわりの会の中でも数少ない男性のひとり。

会の会長を務めています。いつも口にする言葉は、「花を見

ていると心が和むなぁ」というくらいの大の花好き。

　夏の暑い時も、率先してクワやスコップを握り、汗を流し

ながら力仕事に精を出す。みんなから頼りにされる存在です。

　小さな種をまき、芽が出て、植え替えを

してやがて花が咲く。季節に合わせてその

地道な作業を繰り返すことで、いこいの里

の花壇はいつも鮮やかに彩られています。

　國濵さんは、額の大粒の汗をぬぐいなが

ら、「いこいの里に来たら、ぜひ足を止め

て花を見てほしい」と語ってくれました。 いこいの里の四季を
彩る色とりどりの花
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編
集
後
記

　
今
号
は
、
街
頭
募
金
に
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
を
、
で
き
る
限
り
た
く
さ

ん
載
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。

　
今
年
の
共
同
募
金
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
と
お
り
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
地

域
を
つ
な
ぎ
、「
和
」
を
作
っ
て
い
る�

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　「
社
協
だ
よ
り
に
載
っ
た
よ
」
と
い

う
こ
と
を
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
地
域

の
声
を
、
人
を
、
そ
し
て
取
り
組
み
を�

発
信
し
て
い
く
社
協
だ
よ
り
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
田
之
上
）

この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
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岡
垣
町
大
字
高
倉
５
９
８
―
１

「腹の底から大声で笑うと、元気が出るわ！」
平成29年度 ひとり暮らし高齢者のつどい　10月30日、11月６日／ぶどうの樹

共同募金

 　
活用事業

まつり岡垣での募金へのご協力


